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「話すこと［やり取り］」のパフォーマンス課題に関する単元

パフォーマンス課題資料集のポートフォリオ「Future Passport」

研究構想図

中学校英語科における「話すこと［やり取り］」の指導と評価の工夫
ー自律的な学習を促す「パフォーマンス課題資料集」の活用を通してー

自律的な学習を重ね、積極的にパフォーマンスを発揮する生徒

○生涯にわたる継続的な英語習得を動機付け ○各単元の資料集
○自身の学びの連続性を意識
○毎学期の評価ポートフォリオ ３年２年１年

パフォーマンス課題
（スピーキングテスト）

３年間の系統的な
指導と評価の継続

○新学習指導要領施行に
伴う英語教育の高度化
○定期テストと同程度
の回数でスピーキング
テストを組織的に実施

国や県の指針

○スピーキングテストの
系統的・計画的実施が
難しく、教師間の評価の
ずれや生徒へのフィー
ドバック不足が課題

教師の悩み

○「話すこと［やり取り］」
の領域は他の領域に比
べて学習方法が分から
ず、目標設定と振り返り
の学習習慣形成が不足

生徒の実態

目標

パフォーマンス課題資料集「Step by Step」の活用

Approach
Basic

Communication

Daily Check

Expression
Feedback

Grade

毎学期の計画的な
指導と評価の継続

①単元の
見 通 し

③目標設定
と 振 り 返 り

⑤評価のポートフォリオ化

次は ・・・してみよう！

④パフォーマンスの発揮

② 知 識 の
整理と活用



パフォーマンス課題資料集「Step by Step」を活用した指導と評価の工夫

指導の工夫 評価の工夫

成
果
「話すこと［やり取り］」の指導と評価の焦点化と一体化をしたことで、生徒
がルーブリックを意識し、自律的な学習や積極的な表現につなげられた。

系統的な「話すこと［やり取り］」の単元指導やスピーキングテストを年間計
画に位置付け、組織的な取組を継続して教員間の共通理解を深めたい。

「話すこと［やり取り］」の指導と評価において、パフォーマンス課題資料集
の活用とそのポートフォリオ化により、自律的な学習態度を涵養しましょう。
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Feedback

既習表現の確認
と 対 話 内 容 に
応 じ た 活 用 で
知 識 を 定 着

単元末で目指す
対 話 の 流 れ
や 積 極 的 な
態 度 を 意 識 化

積極的 な 対話
の 継 続 と そ の
内容の伝達 で
表 現力 を 向 上

対話を書き出し、
自 然 な 対話の
流 れ と 表 現 の
正 確 さ を 確 認

指導例と評価例
の 確 認 と 評 価
練習 で 教員間
の 共 通 理 解

観点別評価の
分 析 を 通 し た
課 題 把 握 と
評 価 の 活 用

教師用ガイド

毎 回 の テ ス ト
結果と振り返り
を記録し、学びの
連 続性 を 意 識

ス ピ ー キ ン グ
テストの具体的
なフィードバック
で 課 題 を 確 認

継続的 な 自己
評価 で 課題の
意 識 化 と 自 己
調 整 を 促 進

Future Passport

自律的な学習

Daily Check
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Communication

Expression

Grade

準備シート 評価シート

各単元の資料集
をファイリングし、
継 続 的 な 英語
習得を動機付け


